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ダイカスト成形をハイサイクル化するに

は、金型を早く冷却することが必要。

本研究では、金型と銅冷却孔の間の熱伝

達を向上するため、隙間に充填する充填材

の成分や評価方法を検討した。

充填材の成分を検討した結果、黒鉛粒子を含む充填材の熱伝達係数が高いこ

とがわかった（図２）。

黒鉛粒子の混合量を多く、充填材の厚さを薄くすることで熱伝達係数が高く

なることがわかった（図３）。

温度シミュレーションの結果から、黒鉛粒子を含む充填材の使用は金属粉末

を含む充填材（ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ）よりも金型内部温度を約５０℃低くでき、ハイサイ

クル化に有効であると考えられる。
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高分子材料に熱伝導率の高い粒子を混合した充填材を試作し、熱伝達係数

に及ぼす充填材の成分、粒子混合量および充填材厚さの影響を調べた。

図図図図３３３３ 熱伝達係数熱伝達係数熱伝達係数熱伝達係数にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす粒子混合量粒子混合量粒子混合量粒子混合量とととと充填材厚充填材厚充填材厚充填材厚さのさのさのさの影響影響影響影響図図図図２２２２ 熱伝達係数熱伝達係数熱伝達係数熱伝達係数にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす成分成分成分成分のののの影響影響影響影響

 

充填材の検討項目・素材・熱伝達係数・耐熱性・変形が容易・作業性
金型 Al溶湯
金型断面の模式図
表面銅パイプ水冷 溶湯金型銅パイプ熱の流れ隙間を充填材で埋める
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系列1 系列2系列3 系列4

30 vol.%

25 vol.%

22 vol.%

17.5 vol.%黒鉛粒子＋高分子 金属粉末＋高分子(ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ)
分散粒子：黒鉛

充填材なし


